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概要 

「北方地域社会研究所」（2017 年 4 月に「地域社会創生研究所」から名称変更）は，北海道を中心とし

た地域社会が抱える諸問題に対して工学，人文社会科学，薬学などの各分野の連携を軸に，課題解決お

よび地方創生へ向けた研究活動を行う組織である．2019 年度は当研究所において，①ICT を活用した地

域人材育成研究，②歩く体験と地域文脈の継承・創造・発展に関する研究，③北海道地域文化に関する

研究，④北海道における在宅医療推進に関する研究，⑤道内各地域との連携構築の，5 つのテーマを中

心に研究・実践活動を行ってきた．本稿では各テーマの進捗，および当研究所主催によるイベント開催

について報告する．

1. 北方地域社会研究所の概要

当研究所は「地域社会創生研究所」として 2015年

4月に開設し，2017年 4月に現在の「北方地域社会

研究所」（略称：北地研）に名称変更を行った．北地

研は北海道における地域社会に関して実践的な活

動を行っている本学の研究者の強みを活かし，文・

理・医薬など様々な分野からのアプローチにより，

各地域の自治体，企業，NPO 法人，研究教育機関と

協働しながら地域社会の課題解決および地域創生

へ向うことをめざし研究・実践活動を行う組織であ

る(1)． 

2019 年度は新たに薬学部の研究者 2 名がメンバ

ーに加わり，①ICT を活用した地域人材育成研究，

②歩く体験と地域文脈の継承・創造・発展に関する

研究，③北海道地域文化に関する研究，④北海道に

おける在宅医療推進に関する研究，⑤道内各地域と

の連携構築の 5 つのテーマを中心に研究・実践活動

を行ってきた．本稿では各テーマの進捗，および当

研究所主催によるイベント開催について報告する． 

2. ICT を活用した地域人材育成研究

本研究・活動では，遠隔会議システムなどの ICT

利用により道内各地域／地域間と連携し，地域社会

を支える人材育成のための STEM，STEAM 教育をベー

スとする「学び」について実践的活動を進めている．

2019 年度は主として下記の講座，ワークショップ，

出前授業を実施し，創造的な学びの場を整備して広

げることに貢献した． 

2.1「プログラミング入門授業」 

実施日：2019 年 7月 21日 

場所：猿払村浜鬼志別小学校／知来別小学校 
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概要：2020 年度から始まる小学校でのプログラミン

グ教育必修化に先行した取り組みとして猿払村教

育委員会に協力し，昨年度に引き続き上記 2 校で，

5・6年生を対象に micro:bit を用いたプログラミン

グ授業を行った． 

2.2「親子で一緒に工作教室」 

実施日：2019 年 8月 4 日 

場所：猿払村地域交流施設「楽楽心」（ららはーと） 

概要：小学生の親子 12組 26名が参加．光について

クイズで学びながら，親子で一緒に LEDを用いたカ

ラフルライト工作を行った． 

2.3「デジタルアートモノづくり講座 ～ マイコン

でオリジナルの電子楽器を作ろう ～」 

実施日：2019 年 9月 14 日 

場所：北海道科学大学  

概要：日本学術振興会による事業「ひらめき☆とき

めきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～

KAKENHI」のひとつとして実施．小学校高学年児童と，

人の動作を音と光で表現する電子楽器「フォトミン」

を micro:bit を使って作製した． 

2.4「わくわく☆どきどきサイエンスキッズ 〜 

Scratch を使ったプログラミングによるオリジナル

クイズゲームづくり 〜」 

実施日：2019 年 10 月 26 日・27 日 

場所：北海道科学大学  

概要：札幌市子ども会育成連合会主催による「わく

わく☆どきどきサイエンスキッズ」として，昨年度

に続いて今年度は 2日間，各 2回の計 4回実施．小

学 4・5 年生と Scratch を使ったプログラミングに

よるオリジナルクイズゲームづくりを行った． 

2.5「科学"大"実験 電気工作ブース」 

実施日：2019 年 11 月 4 日 

場所：札幌市青少年科学館  

概要：「科学"大"実験」は文部科学省の「地（知）の

拠点大学による地方創生事業（COC+）」の一環とし

て，北海道科学大学が札幌市青少年科学館との共催

で一昨年度から開催しているもので，我々は「電気

工作ブース」として協力参加している．今年度は圧

電素子，LEDを圧着ペンチを使ってスリーブで繋げ

て作る「フリフリ発電器」の工作を小学生対象に行

った． 

2.6「でんきモノづくり & プログラミング講座」 

実施日：2019 年 12 月 21日 

場所：北海道科学大学 

概要：応用物理学会の「リフレッシュ理科教室 ＜北

科大会場＞ 」として小学 3〜6年生対象に実施．「ミ

ニ LED ランプ」を工作し，micro:bit を使ったプロ

グラミングで点灯，色を変えていく体験を行った． 

図 1「でんきモノづくり & プログラミング講座」 

の様子 

2.7「猿払村 UCS 生きがい学習 冬休み工作教室」 

実施日：2020 年 1月 20日 

場所：猿払村地域交流施設「楽楽心」（ららはーと）

および北海道科学大学 

概要：遠隔コミュニケーションシステム UCS を用

いて猿払村会場と本学をリアルタイムで繋ぎ，「テ

レマネシステム」(2) を用いて「くるくる踊るリモコ

ンカー」の工作を小学生と行った． 

2.8「プログラミングで学ぶ電気の利用」 

実施日：2020 年 1月 31日 

場所：札幌市立前田小学校 

概要：本学近隣の前田小学校から依頼を受け 6年生

を対象に，発電を行う様々な方法，電気で何ができ

るのかについて，クリッカーを用いたクイズを交え

た授業を行った．さらに micro:bit を使ったプログ

ラミングにより全員で奏でる電子楽器を作製し，電

気の役割を体感させた． 

2.9「地域共創プログラミングワークショップ」 

当研究グループでは『クラウドキャンパスプロジ

ェクト』としての取り組みを，研究所活動と重ねて

推進している．これは今年度については，本学の組

織横断型活動推進プロジェクト「+PIT」のテーマの
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ひとつでもあった． 

『クラウドキャンパスプロジェクト』は，北海道

全域を仮想的なキャンパスに見立て，誰も取り残さ

ない創造的な学びの場について，北海道一体となっ

てICTを活用しながら道内すべての人に届ける環境

整備を進めていくことをめざしている． 

今年度はそのモデルケースとして，「地域共創プ

ログラミングワークショップ」第1ステージを網走，

猿払，札幌において開催し，小学生とその地の魅力

をピックアップし，Scratch を使ってそれを紹介す

るクイズゲームを作った．また第 2 ステージでは，

2020/3/7（土）に各地を遠隔コミュニケーションシ

ステム UCS を使って繋ぎ，リアルタイムでお互い

のクイズゲームを紹介しあって交流を行う予定で

あった．これは新型コロナウイルス感染拡大防止対

策のため一旦中止とした．できれば次年度4月には，

再度開催することを検討している． 

図 2 地域共創プログラミングワークショップ 

猿払会場の様子 

3. 歩く体験と地域文脈の継承・創造・発展に関す

る研究 

 本研究・活動では「歩く体験と地域文脈」を観点

に，積雪寒冷地における歩くルートの現状調査とア

ウトドアアクティビティとしての歩く体験をブラ

ンディングし実践することを目的とする．今年度は

昨年度に続き，①札幌市自然歩道・遊歩道の利用状

況調査，②北海道における巡礼道形成の史的及び現

状調査，③住民の健康増進とウォーキング活動の実

態調査を行い，近年の社会的な懸案事項である若年

層の運動実施と外出機会の創出に寄与する知見を

得る．研究・活動成果は各研究員の所属学会，全国

カレッジフットパスフォーラム等で発表する． 

①札幌市自然歩道・遊歩道の利用状況調査は，昨

年度の藻岩山・円山・大倉山での調査手法と同様に，

2019 年 6月の週末 4 日間の午前，手稲エリアの 2地

点（手稲本町・手稲山山頂）を対象に利用者数や利

用者属性調査，ヒアリング調査を行った．手稲区の

自然歩道や登山道は藻岩山等より利用者数が総じ

て少なく，特に子どもを含む若年層の利用が少ない

ことがわかった．現在の利用者の 67％はリピーター

であり，運動・トレーニング目的，低山登山以外に

もウォーキングやランニング等の運動に慣れ親し

んでいる．図 3に示す通り，都市部に隣接するこれ

ら 4 低山は，都市住民にとっての身近な自然環境，

且つ，気軽なアウトドアアクティビティの場として

あるものの，20代に限っては極めて利用機会が少な

いことが明らかになった． 

図 3 自然歩道等の利用者数（人） 

図 4 全国カレッジフットパス 2019 会場にて 

②北海道における巡礼道形成の史的及び現状調

-3-



査は，仏教振興における巡礼道形成，アイヌ民族の

聖地形成，宗教信仰以外の聖地および巡礼道形成を

扱う．2016年以降毎年調査実施の「藻岩山三十三観

音（藻岩山観音道）」，2019 年 5月実施の「円山八十

八ヶ所」，また「蝦夷三官寺」（有珠・様似・厚岸）

における三十三観音については有珠善光寺のみ事

前調査を完了したが（2019 年 5月），2019 年度中に

予定していた様似等澍院，厚岸国泰寺は未実施とな

った．「蝦夷三港」（松前・江差・函館）における三

十三観音及び八十八ヶ所については年度内調査予

定の７ヶ所中 3ヶ所で事前調査を完了した． 

③住民の健康増進とウォーキング活動の実態調

査は，手稲区保健センター発行「手稲区ウォーキン

グマップ」にある 13 コースの実地調査，2019 年 4

月の作成者・手稲区健康・子ども課へのヒアリング，

ウォーキング活動団体「札幌歩こう会」等のイベン

ト参加とヒアリングを行った． 

①及び③の成果は，「手稲山麓における自然歩道

等の利用状況調査と手稲区ウォーキングルートの

特徴」と題して，2019 年 11 月 16 日（土），「全国カ

レッジフットパスフォーラム 2019」（滋賀県東近江

市）にて学生研究員らと口頭発表を行った．また，

この機会に併せて， 11 月 15 日（金）〜18 日（月）

の期間に研究グループ独自の体験研修プログラム

を実施し，東近江市フットパス等の歩く体験への参

加や大阪経済大学主催防災ウォーク等のヒアリン

グを行い，本学における地域貢献，地域連携の歩く

ルート開発やイベント開催に向けての知見を得た．

尚， 2020 年 2月 14 日（金）に当研修報告会を学内

開催した． 

4. 北海道地域文化に関する研究

本研究テーマでは，主に以下の 2つの活動を行な

った． 

4-1 第 2 回「北海道鉄路×メディアアーツ 2019」

Exhibition 

本企画は，北方地域社会研究所(RINC)が主体とな

り 3カ年計画で段階的に進める企画の第 2回目であ

り，昨年度に引き続き本学 E棟を会場に展示を行っ

た． 

本展示は北海道の地域文化や歴史を俯瞰する視

点をアートの持つ力を通して人々に伝え，そこから

また新たな創造性を呼び起こし，地域課題の解決や

地域振興を活性化させる原動力となることを目的

としている．本年度は以上の主旨に基づき，本学写

真部，未来デザイン学部メディアデザイン学科学生，

および道内アーティストによる写真作品の展示を

行なった． 

実施要領は以下の通りである． 

会期：2019 年 11 月 1日（金）～11 月 22日（金） 

会場：本学中央棟（E棟）1階 HUS PLAZA 

主催：北海道科学大学北方地域社会研究所 

企画：小谷・梶谷 

※ 本企画は，文部科学省の第 61 回教育・文化

週間に参加 

4-2 SDGsカードゲームワークショップ 

2019 年 11 月 1日（金）に本学学生，教職員を対

象とした SDGs（持続可能な開発目標）をカードゲー

ム形式で学ぶことができるワークショップを開催

した．講師として「2030 SDGs」公式ファシリテータ

ーの高橋優介氏をお招きし，人間社会学科 2，3 年

生学生および本学教職員が参加した． 

本ワークショップは 2〜3 人のチームを一つの国

と見立て，それぞれの国の達成目標を目指しながら，

他のチームと協力，取引を行なっていく．自国の目

標達成のために，経済活性化や，社会福祉の充実，

環境保全等のさまざまな活動を行う．参加者はゲー

ムを楽しみながら，自分たちと地球全体の経済，環

境，社会を総体的に考えることになる． 

「2030 SDGs」は（一社）イマココラボと（株）プ

ロジェクトデザインが開発したカードゲームで，現

在企業の研修や大学や高校の授業などでも広く導

入されており，多くの実践報告がなされている(3)． 

ゲーム形式ではあるが，目的は競争ではなく，参加

令和1年11月   1日（金）
　　　～11月22日（金）

北
海
道
の
未
来
の
物
語
を
紡
ぐ

（2018年 北海道薬科大学と統合）

北海道科学大学 中央棟 (Ｅ棟 1F)

平日のみ公開（土日祝 Closed）
10:00  Open ~ 16:00  Closed

図 5 展示ポスター 
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者間の課題認識の共通であり，コミュニケーション

に力点が置かれている．終了後の報告では，多くの

学生に SDGs 概念や考え方，課題の重要性について

の理解が深まり，加えて自分自身の行動へつなげて

いきたいと言及する学生が多く見られ，教育効果の

高さが実感された．地域課題に関する教育技法とし

て有用であることに加え，今回は学生，教職員が混

じっての参加ということもあり，多様な世代間のコ

ミュニケーション手法としての有用性についても

知見を得られた． 

4-3 上富良野町職員研修 

11 月 28 日(木)，29日(金)の 2日間，本学と協定

を結んでいる上富良野町職員6名の研修を受け入れ

た．この研修は 2016年度よりRINC が上富良野町と

共同で実施しているもので，今回で 4 回目となる．

今年度から新たな試みとして，2日間の研修にとど

まらず，事前に人間社会学科科目「フィールドワー

クⅡ」と連動させて企画した．今回のテーマは，「地

域社会から考える SDGs」とし，参加職員には事前に

上富良野町を訪問した本学学生に対して，SDGs の観

点から町の特徴について説明，視察見学，聞き取り

調査をコーディネートしてもらうなど，積極的に関

与してもらった．また，4-2 で述べたワークショッ

プの地方バージョンである「SDGs de 地方創生」を

実施し，本研究所で実施している活動の有機的なつ

ながりを意識したプログラムを企画した． 

 1日目は学生による上富良野町フィールドワーク

の報告会や SDGs ワークショップを中心に行い，上

富良野町とSDGsの取り組みについて考えを深めた．

2日目は上富良野町職員によるディスカッションを

行い，町の将来についての提言をまとめてもらった．

午後に UCS を用いて上富良野町役場と接続し，本学

学生に加えて役場職員にも町への提言を行うこと

で研修をまとめた． 

 終了後の総括として，改めて自分たちの町を見直

すきっかけとなった，学生に説明することで自分自

身の理解も深まった，自分も知らないことが多くあ

ったといった，意見が聞かれた．日常の業務を離れ

ることで普段自分が住む町を相対化する視点が得

る機会となったと言える．一方で今回のテーマにそ

ってSDGsについての理解が深まったという観点や，

役場の仕事は限定的であり地域住民や企業，団体等

との連携をしてこそ達成できることや可能性が多

くあるということを考えたといった，行政の立場を

相対化する意見も聞かれた．昨年より導入した UCS

を用いた報告会についても，自分たちの意見を町の

職員に対して言う場があることで緊張感をもって

課題に取り組むことができたという肯定的な意見

も聞かれた． 

 職員研修も 4回目を迎え，毎回研修効果を高める

ように方法論についてもブラッシュアップを行な

ってきたが，一定の効果が見られていると思う．次

回に留意すべき点をいくつかあげるとするならば，

以下のような点が挙げられるだろう． 

1）実施時期が 11月下旬ということもあり雪のため

フィールドワークの実施や，上富良野町からの移動

に困難があった． 

2）2 日間の日程ではあるが，1 日目は午後から，2

日目は 14 時過ぎには終了しなければならず，実質

1日強しか時間が確保できない．この限られた時間

で研修を実施し，成果報告を行うことは難しい．今

後もこのような提言形式でのアウトプットを求め

るならば，もう少し研修時間が欲しいところである． 

3）UCS の使用については概ね好評を得ているが，報

告者側からの発言が中心であり，視聴者側（上富良

野町側）からの発言があまりなされない．インタラ

クティブな報告会が理想であるが，それを実現する

ためには双方に一定の“慣れ”が必要であることと，

図 6 2030 SDGs 会場の様子 
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発言しやすいような事前準備や配信時の工夫が求

められる． 

 以上のような点について検討を加え，今後の活動

につなげていきたい． 

図 7 上富良野町職員研修の様子 

5．北海道における在宅医療推進に関する研究 

 超高齢社会を迎えた日本において，住み慣れた地

域での包括的な支援・サービス提供体制（地域包括

ケアシステム）の構築は喫緊の課題である．在宅医

療は，地域包括ケアシステムの中で欠くことのでき

ない重要な医療と位置づけられており，在宅医療の

進展は，超高齢社会での持続可能な医療・介護を構

築するうえで必須であると考えられている． 

一方で在宅医療，さらには在宅医療の現場で提供

される様々なサービスの有効性は必ずしも明らか

になっているわけではない． 

在宅医療は， 

1）医療経済学的観点からのメリット，すなわち，入

院医療に対して医療費を削減することが可能で

ある． 

2）住み慣れた地域で必要な医療・介護サービスを受

けつつ，安心して自分らしい生活を実現できる

こと，すなわち入院医療に対して患者の生活の

質（QOL）の向上を実現できる．  

という厚生労働省の提唱した仮説に基づき実施さ

れているものの，その科学的根拠は不明のままで，

証明する研究論文がないのが現状である． 

 そこで，日本の在宅医療（訪問診療，訪問看護，

訪問薬剤管理指導ならびに介護保険の下で実施さ

れる居宅系サービスを含む）実施の妥当性に関して， 

1）在宅医療の入院医療に対する医療費の削減効果 

2）在宅医療の入院医療に対する患者 QOLの向上 

という 2 つの観点より検証することを目的とした． 

5-1 研究協力施設に対する研究目的および研究方

法の説明 

研究は，本学と連携協定を締結している医療法人

社団豊生会にて実施することとし，理事長に対して

研究目的および研究方法の説明を行った． 

在宅医療を受けている患者に関する調査は夕張

市立診療所，療養病棟(療養病床)に入院している患

者については東苗穂病院にて行うこととした． 

まず，在宅医療を受けている患者に関する調査を

行うこととし，夕張市立診療所の所長に対して研究

目的および研究方法の説明を行った．その後，実際

に医療費の算出や患者および介護者または入院し

ている患者のキーパーソンのQOLの調査を依頼する

職員に対する研究目的および研究方法の説明を行

った． 

5-2 在宅医療を受けている患者・入院患者の医療

費及び患者 QOL調査の事前調査 

事前調査として，夕張市立診療所で在宅医療を受

けている患者および入院患者について，医療費の算

出および QOLの調査を実施した．なお，患者 QOL調

査には「WHO QOL クオリティー・オブ・ライフ 26」

を用いた． 

 患者一人当たりの平均医療費，保険適応外費用，

医療合計額の 3項目それぞれに関して、在宅群が入

院群よりも有意に低値を示した． 

 QOL26における各 5指標（「身体的領域」，「心理的

領域」，「社会的関係」，「環境」，「全体」）における一

人あたりの平均点数及び全 26 問における一人当た

りの平均点数を算出した結果，全 5指標それぞれで

在宅群が入院群よりも有意に高値を示した． 
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5-3 今後の予定 

 5-2 の結果から，在宅医療の入院医療に対する医

療費の削減効果および患者QOL向上の傾向が確認で

きた．今後は対象患者数を増やして本調査を行い，

療養病棟(療養病床)に入院している患者の調査を

実施する予定である． 

6. 道内各地域との連携構築

本学は 2008 年度に「手稲区連合町内会連絡協議

会・手稲区」と地域連携協定を皮切りに，これまで

約 10の自治体との連携協定を締結してきている(4)．

これらの連携自治体とは，公開講座・講演会開催，

自治体主催イベントへの協力，共催でのイベント開

催，専門家派遣協力など様々な取り組みにより緊密

な連携を深めてきている． 

当北地研も，必ずしも連携協定の有無に関わらな

いが各地域のために，あるいは地域との協働による

活動を行ってきている．また当研究所だけではなく，

他の 3 研究所，寒地未来生活環境研究所（IF），寒

地先端材料研究所（LAM），北の高齢社会アクティブ

ライフ研究所（LAAN）においてもぞれぞれの専門的

知見を活かし，地域のための研究・実践活動を展開

している(5)． 

このような地域，特に自治体との連携を進めるに

当たっては，そのプロセスについて次のような段階

のフェーズとして理解し，その上で推進することが

重要であると考えられる． 

（1）「探り合い」期 

先方の，例えば自治体であれば役場・役所の担

当者として，熱意があり信頼できる人を見つけ，

連携による具体的な事業について打ち合わせを

行う．これを通して，お互いの組織や担当者の特

性について理解を深めていく． 

（2）「見極め」期 

その後のモデルケースとなるイベント等の事

業を協働で企画し，実施する．これを通して双方

の担当者間の理解や信頼を深めていく．また具

体的な事業事例を作ることによって，組織内の

他の人々，あるいは外部の人々に対して「連携事

業」の具体的なイメージを伝える一助にするこ

とができる． 

（3）「きずな強化」期 

モデルケース事業をもとに，さらに連携事業

事例を増やし，両組織内で連携の意義や効果に

ついて説得力を持てるよう活動を継続して進め

る． 

（4）「協働展開」期 

それまでの担当者以外の人々にも，連携事業

への参加してもらい，さらに新たな事業の企画

への協力者を増やしていく．それまでに実施し

てきた事業のテーマの枠から踏み出すことがで

きるよう，人材やアイディア創出のための環境

整備が，その後の展開に必要であると思われる． 

（5）「組織的継続的連携」期 

自治体の役場・役所では，また大学の事務職も，

ある程度の期間で担当者が他部署に異動するこ

とが通常である．大学教員も職務の状況により

連携事業から離れてしまったり，あるいは異動

や退職により携わることができなる場合もあり

得る． 

連携を立ち上げ，進めていくに当たって，(1)

で述べたように熱意と能力のある人を見つける

ことは必須であるが，一方で双方の組織とも，い

つまでもその人がいることに頼っている状況は

健全ではないといえる．長く同じ人が担当して

いると，新たなアイディアが生まれにくく，新規

の企画も実施しづらくなる．また一旦そのよう

な状況になると，周囲の人も口を出しにくくな

り，悪循環になってしまいかねないと言える． 

これを避けるためには，関係者の人としての

特性を活かしつつも，ある程度連携事業が軌道

に乗ってきた段階で，特定の人物に頼らず組織

として継続していける環境を整えるよう，それ

までに推進してきた担当者自身が配慮し準備を

すべきであると考えられる． 

本学における各地との連携事業は，いずれもこの

プロセスに沿っている，あるいは沿いつつあると見

受けられる．今後も当研究所では，本学の地域社会

連携担当の部署と協力し，より意義のある連携を進

めていけるよう尽力していきたいと考えている． 

7. 第 6 回北方地域社会フォーラムの開催

当研究所は開設当初から毎年，研究所の活動テー

マをピックアップして一般開放のフォーラムを開

催してきた．今年は 2020 年 2 月 10 日（月）16 時

30 分〜19時 00 分（150 分間），本学において，「ま

ちの当事者」をキーワードに第 6 回北方地域社会フ

ォーラム「宿泊の進化から考える『まちの当事者』
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． 

は誰か？」を開催した．現代の宿泊施設の中には，

昨今のまちの価値を惜しむに終わらせず，多数の

人々を巻き込みながら，まちの一体感と役割連携で

価値創造を行おうとするチャレンジがみられる．当

フォーラムでは，「共感・協育～当事者になる，当事

者を巻き込む～」をテーマとして，実践者よりその

ことを学び，まちの何らかの価値に誰でも当事者意

識を表すことのできる仕掛けについて考えること

を目的に据えた．当日の構成は，開会挨拶，趣旨説

明，基調講演 2 題，全体セッション，会場より質疑

応答，閉会挨拶である． 

基調講演の 1題目は，嶋田洋平氏（株式会社らい

おん建築事務所 代表取締役，一般社団法人日本ま

ちやど協会 理事）による『宿泊施設を拠点とした地

域連携の最新動向』である．嶋田氏らの北九州市に

おける実践例や「まちやど」の概念などについて約

40 分間お話をいただいた．2題目は，岩佐十良氏（株

式会社自遊人 代表取締役）による『メディア型ホテ

ル「商店街 HOTEL 講 大津百町」』である．地方の潜

在的な観光資源をどのようにプロデュースし，本物

に対する体験や感動を伝えていくか，産業を創造し

ていくかについて，同じく約 40 分間お話をいただ

いた． 

全体セッション（約 40 分間）では，手稲エリア

に宿泊施設「ちょい寝ホテル札幌手稲」を開業した

清田純一郎氏（株式会社清純堂 代表取締役）と，札

幌市内・近郊の宿泊施設のブランディングや Webデ

ザインを行う矢野奨氏（コモノ株式会社 代表取締

役）を加えて，今回のキーワード「まちの当事者」

「共感・協育」についてディスカッションした．議

論の後半では，どのまちにおいても価値創造はし得

るが，その場所にある本質や何のために行うのかと

いう根本が共有でき，リスクを負うことのできる人

と一緒に進めていくことが大切ではないかという

まとめがあった．また，会場からの質疑に対しても

活発な意見交換があった． 

当フォーラムでは滞在型観光の視点に着目した．

このことは，観光・宿泊業向けの発想に留まらず，

身近なまちの，ありふれた日常にある潜在的価値を

基盤に行う「まちづくり」に対しても，多くの気付

きをもたらすものであった．  

図 8 全体セッションの様子 

8. まとめ

当・北方地域社会研究所は多岐の分野にわたる

様々な観点から，特に今年度は薬学部教員がメンバ

ーに加わることでその幅を広げ，北海道の地域社会

に関する実践活動・研究に取り組んできた．次年度

に向けては，これまでの活動を踏まえて研究テーマ

を再構成し，より活動の活性化をめざして行きたい

と考えている。 
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